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一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な 内 容 

保育所施設整備費 
放課後児童対策事業費 
大野山管理運営費 
がん検診費 

1億 312万7千円 
2018万6千円 
216万1千円 
214万6千円 

会　計 補 正 額 補正後の総額 

一般会計 3億607万8千円 93億3607万8千円 

会計別の補正額 

第 357 回 10月臨時会 
　任期満了に伴う町議会議員の改
選後初の議会を10月6日・7日両
日開会。議案審議に先立ち、議長・
副議長及び常任委員会委員長・副
委員長などを選出した。また、自
治功労者の推薦、監査委員の選任、
決算の認定7件が提案され、決算
認定を除く案件については、いず
れも全会一致で承認・同意した。
なお、決算の認定は各常任委員会
へ審査を付託し、継続審査とした。 

選挙後初の 
　　 臨時会を開催 
選挙後初の 
　　 臨時会を開催 
選挙後初の 
　　 臨時会を開催 
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人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意
。

井
上
佐
江
子
さ
ん

教
育
委
員
会
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意
。

足
立
美
代
子
さ
ん

条

例

改

正

農
業
共
済
条
例
の
一
部
を

改
正
。

決

算

認

定

２２
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
を
認
定
。

２２
年
度
下
水
道
事
業
会
計

決
算
を
認
定
。

（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
）

町
道
路
線
の
認
定

若
葉
地
内
の
住
宅
開
発
に

伴
い
、
移
管
さ
れ
た
道
路
な

ど
に
つ
い
て
、
町
道
認
定
基

準
に
基
づ
き
路
線
認
定
し
た
。

議 案 審 議

専

決

処

分

町
税
条
例
の
一
部
改
正

（
主
な
改
正
項
目
）

・
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
を
５
千
円
か
ら
２

千
円
に
引
下
げ
。

・
町
税
等
に
係
る
不
申
告
に

関
す
る
過
料
の
見
直
し
。

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正・
関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い

条
文
整
理
を
す
る
も
の
。

住民の代表16人が決定、新体制でスタート

議会事務局 企画財政 
課長 総務課長 

企画部長 

町 長  

教育部長 地域振興 部長 
まちづくり 
部長 

教育長 消防長 

総務部長 

副町長 

生活部長 

4 
加藤郁子 

3 
肥爪勝幸 

5 
宮東豊一 

6 
丸山　純 

16 
南　初男 

15 
下坊辰雄 

7 
合田共行 

議会 
事務局長 

14 
池上哲男 

8 
久保宗一 

13 
福井澄榮 

2 
下神實千代 

1 
山田京子 

9 
仁部壽夫 

10 
石井洋二 

12 
西谷八郎治 

11 
安井和広 

傍　聴　席 

議場配置図 

演壇 

演壇 

議 長  

自
治
功
労
者
を
承
認

町
議
会
議
員
と
し
て
、
長

年
本
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
次
の
３
名
を
自
治
功
労
者

に
承
認
し
た
。

道
上
善
崇
さ
ん

（
議
員
歴
）

平
成
７
年
１０
月
〜
平
成
２３
年

９
月
ま
で
の
１６
年
間

福
井
昌
司
さ
ん

（
議
員
歴
）

平
成
１１
年
１０
月
〜
平
成
２３
年

９
月
ま
で
の
１２
年
間

新
賀
　
保
さ
ん

（
議
員
歴
）

平
成
１１
年
１０
月
〜
平
成
２３
年

９
月
ま
で
の
１２
年
間

人

事

案

件

監
査
委
員

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選

任
に
同
意
。

合
田
共
行
さ
ん

決
算
の
認
定
は
常
任

委
員
会
で
審
査

２２
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
た
。
こ
れ
を
受
け
各

委
員
会
で
は
、
決
算
の
適
正

や
行
政
効
果
に
つ
い
て
継
続

審
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

路線名 

広根24号線 

若葉80号線 

若葉81号線 

延長（m） 

121.0 

6.2 

455.8



９
月
５
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q

公
共
用
地
の
貸
付
に
つ

い
て
、
事
業
者
を
な
ぜ
公
募

し
な
か
っ
た
の
か
。
事
業
者

決
定
ま
で
の
経
緯
経
過
は
。

A

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
よ
り
、
し
ろ

が
ね
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

町
有
地
を
利
用
し
た
い
と
相

談
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

待
機
児
童
の
解
消
や
町
有
地

の
有
効
活
用
の
た
め
適
正
な

貸
付
料
で
貸
す
こ
と
を
決
定

し
た
。
今
後
も
要
望
が
あ
れ

ば
、
貸
付
、
売
却
も
含
め
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q

町
職
員
、
ま
た
教
育
委

員
会
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
へ
の
取
り
組
み
は
。

A

町
職
員
は
総
務
課
が
担
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総
務
文
教 

委員会の活動報告 

校
は
対
象
に
な
ら
ず
、
新
た

に
取
り
組
む
楊
津
小
学
校
に

決
定
さ
れ
た
。

Q

育
成
室
委
託
料
で
、
指

導
員
の
シ
フ
ト
な
ど
体
制
は
。

A

７
小
学
校
で
実
施
し
、

全
体
で
２６
名
の
指
導
員
を
配

置
し
て
い
る
が
、
特
別
支
援

が
必
要
な
場
合
や
夏
休
み
な

ど
、
開
室
時
間
が
長
い
場
合

は
、
指
導
員
を
増
員
し
て
対

応
。実

際
の
指
導
員
の
人
数
、

シ
フ
ト
は
、
委
託
会
社
の
判

断
と
し
て
い
る
。

Q

文
化
財
保
護
管
理
補
助

金
は
、ど
の
神
社
が
対
象
か
。

ま
た
、
民
田
「
三さ

ん
矢や

の
儀
式
」

は
い
つ
対
象
と
な
る
の
か
。

補
助
額
５
千
円
は
少
額
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

A

柏
梨
田
「
太た

刀ち

脇わ
き
神
社

当
し
、
指
定
医
に
相
談
で
き

る
常
設
窓
口
の
設
置
と
職
員

研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
啓
発
す
る
。

教
育
委
員
会
は
、
今
ま
で

の
事
案
も
踏
ま
え
、
大
阪
府

内
に
相
談
窓
口
を
１
カ
所
増

設
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し

た
。
ま
た
、
各
校
配
置
の
産

業
医
の
中
に
精
神
内
科
医
を

総
括
者
と
し
て
１
名
任
命
す

る
。
今
後
も
教
育
研
究
所
を

中
心
に
教
職
員
の
研
修
を
強

化
し
、
精
神
面
で
の
フ
ォ
ロ

ー
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
る
。

Q

理
科
お
も
し
ろ
推
進
事

業
委
託
金
で
、
な
ぜ
１
校
し

か
実
施
し
な
い
の
か
。

A

国
の
事
業
仕
分
け
に
よ

り
事
業
が
縮
小
さ
れ
た
。
県

の
条
件
と
し
て
過
去
の
実
施

次
年
度
よ
り
待
機
児
童
解
消
へ

次
年
度
よ
り
待
機
児
童
解
消
へ 
次
年
度
よ
り
待
機
児
童
解
消
へ 

本
殿
」
へ
の
補
助
。

ま
た
、
民
田
「
三
矢
の
儀

式
」
は
、
来
年
度
の
予
定
と

な
る
。

補
助
金
の
額
は
、
年
間
に

国
指
定
１
万
円
、
県
指
定
７

千
円
、
町
指
定
５
千
円
で
あ

り
、
管
理
者
に
文
化
財
の
管

理
、
保
護
に
要
す
る
経
費
の

一
部
助
成
を
行
う
も
の
。
補

助
金
額
は
、
必
要
あ
る
べ
き

と
き
に
は
考
え
た
い
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

YMCAしろがね認定こども園（完成予想図）
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９
月
６
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
５
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

水
道
事
業
会
計
決
算

Q

漏
水
調
査
の
結
果
は
。

A

町
北
部
で
本
管
４
件
、

給
水
管
５
件
の
漏
水
が
見
つ

か
っ
た
。
今
年
度
、
管
の
入

れ
替
え
を
実
施
す
る
。

Q

水
質
モ
ニ
タ
ー
の
状
況

は
。

A

２０
年
度
か
ら
管
路
の
最

終
の
方
に
行
っ
て
も
ら
っ
て

お
り
、
検
査
結
果
で
は
水
質

に
異
常
は
な
か
っ
た
。

Q

純
損
失
が
１
億
５
千
万

円
あ
る
こ
と
や
、
水
道
料
金

が
高
い
な
ど
の
声
に
対
し
て
、

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
広
報

す
る
考
え
は
。

A

毎
年
、
純
損
失
が
出
る

状
況
。
県
下
で
も
中
位
の
料

生
活
建
設 

が
多
い
の
か
。
ま
た
原
田
処

理
場
の
処
理
料
見
直
し
の
動

き
は
あ
る
の
か
。

A

ど
こ
の
市
町
も
赤
字
を

抱
え
て
い
る
。
処
理
料
の
見

直
し
の
予
定
は
な
い
が
、
計

画
処
理
量
に
対
し
料
金
が
減

少
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

Q

下
水
道
事
業
は
受
益
者

負
担
で
あ
り
、
収
支
は
ほ
ぼ

同
じ
で
推
移
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
、
使
用
料
値

上
げ
の
考
え
は
。

A

基
金
取
り
崩
し
な
ど
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
水
道

事
業
と
同
様
に
、
国
に
よ
る

法
改
正
が
あ
れ
ば
連
結
予
算

の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q

新
た
に
建
設
さ
れ
る
認

定
こ
ど
も
園
に
は
、
幼
稚
園

の
併
設
は
あ
る
の
か
。
現
在

金
水
準
で
あ
る
。
今
後
も
安

全
で
安
心
な
水
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Q

決
算
で
赤
字
が
続
く
と

い
つ
か
基
金
も
底
を
つ
く
。

将
来
、料
金
改
定
の
考
え
は
。

A

施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
年
次
計
画
で
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
国
の
法
改
正

が
あ
れ
ば
連
結
予
算
の
検
討
、

ま
た
営
業
面
で
の
努
力
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業
会
計
決
算

Q

水
道
事
業
と
同
様
に
赤

字
で
あ
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

A

基
金
運
用
も
行
っ
て
い

る
が
、
経
営
は
極
め
て
厳
し

い
。
管
路
な
ど
を
長
く
維
持

で
き
る
よ
う
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

Q

他
市
町
で
も
赤
字
決
算

厳
し
い
上
下
水
道
事
業
会
計

厳
し
い
上
下
水
道
事
業
会
計 
厳
し
い
上
下
水
道
事
業
会
計 

の
待
機
児
童
の
状
況
は
。

A

認
定
こ
ど
も
園
は
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
を
対
象
と
し

た
保
育
所
部
分
を
建
設
す
る

も
の
で
、
幼
稚
園
の
建
設
予

定
は
な
い
。
待
機
児
童
数
は

２７
名
で
あ
る
。

Q

保
育
所
だ
け
で
認
定
こ

ど
も
園
の
運
営
が
で
き
る
の

か
。

A

白
金
に
あ
る
既
存
の
幼

稚
園
と
連
携
し
な
が
ら
運
営

す
る
こ
と
で
、
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
の
機
能
は
満
た
し

て
お
り
、
県
と
も
協
議
が
で

き
て
い
る
。

（
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改

正
・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て
も
審
査
。
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
認
定
・
可
決
）

水道庁舎内の中央監理所

計
画
処
理
量 

猪
名
川
町
の
水
洗
化
人
口
に
一
定
量
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ

る
汚
水
量
。 
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新
名
神
高
速
道
路
対
策
特
別
委
員
会 

工
事
用
道
路

工
事
用
道
路
（
石
道
上
野
線

石
道
上
野
線
）
の 

    
　
　
　
課
題
も
調
整
が
進
む

　
　
　
課
題
も
調
整
が
進
む 

工
事
用
道
路
（
石
道
上
野
線
）
の 

    
　
　
　
課
題
も
調
整
が
進
む 

９
月
２
日
、
委
員
会
を
開

会
。
次
の
５
項
目
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。

１

新
名
神
高
速
道
路
の
進

捗
状
況

２

猪
名
川
地
区
対
策
協
議

会
の
開
催
状
況

３

通
過
自
治
会
へ
の
説
明

会
・
会
議
な
ど
の
開
催
状

況
４

県
道
切
畑
猪
名
川
線
の

改
良
工
事
に
係
る
状
況

５

工
事
用
道
路
（
石
道
上

野
線
）
の
調
査
状
況

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

Q

県
道
切
畑
猪
名
川
線
に

関
し
て
、
用
地
買
収
率
８７
％

の
段
階
で
予
定
ど
お
り
平
成

２４
年
３
月
３０
日
で
通
行
止
解

除
が
で
き
る
の
か
。

A

用
地
買
収
の
残
り
が
山

林
で
場
所
も
宝
塚
市
切
畑
の

境
界
附
近
で
あ
り
、よ
ほ
ど
の

こ
と
が
な
い
限
り
再
度
の
通

行
止
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

石
道
上
野
線
に
つ
い
て

は
猪
名
川
架
橋
の
問
題
、
北

県
民
局
や
川
西
市
と
の
調
整

な
ど
、
課
題
は
多
い
。
最
終

的
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
な
る
と

思
う
が
今
後
の
見
通
し
は
。

A

将
来
的
に
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
通
ず

る
形
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の

道
路
は
４
分
の

３
が
川
西
市
域

で
川
西
市
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト

は
少
な
い
が
、

そ
の
点
も
含
め

て
調
整
し
た
い
。

Q

町
の
地
域

経
済
を
考
え
る

と
き
、
住
民
の
関
心
を
少
し

で
も
高
め
る
た
め
、
例
え
ば

役
所
の
ロ
ビ
ー
に
模
型
を
置

く
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

は
。

A

非
常
に
大
事
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
用

地
買
収
が
１
０
０
％
で
な
い

た
め
地
権
者
に
配
慮
し
な
が

ら
努
力
し
て
い
る
。

あなたも議会・委員会を 
傍聴しませんか 

　町議会では、身近な問題などを議論し
ています。 
　まちづくりを一緒に考えてみませんか。 
　傍聴の手続きは簡単で、当日、議会事
務局で傍聴受付簿に住所・氏名を記入し
ていただくだけで傍聴できます。 
（議場20名、委員会室10名まで） 

会議録の閲覧 
　本会議・委員会の会議録は、議会事務
局・図書館・日生連絡所・六瀬連絡所で
閲覧できます。 
　また、ホームページからも本会議、各
常任委員会の会議録をご覧になれます。 

議長交際費の閲覧 
　閲覧内容は、支払日、支払目的、金額
などで、相手先については原則公開ですが
個人情報を含む場合は非公開となります。 
　4月分以降を3カ月毎にまとめ、最終
月の翌月末に閲覧できます。 
　閲覧を希望される方は、議会事務局で
閲覧受付簿に必要事項を記入していただ
ければ閲覧できます。 

23年度  定例会の日程 
＊12月定例会 
　　　12月 9 日（第1日） 
　　　12月16日（第2日） 
　　　12月22日（第3日） 
＊ 3 月定例会 
　24年2月24日～3月26日 
※議事の都合により変更することが
あります。 

委員会の活動報告 

宝塚市側から猪渕方面を望む
（写真中央の橋は県道切畑猪名川線の西ケ平橋）
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新
名
神
高
速
道
路
の
用
地
買

収
、
施
工
方
法
、
環
境
基
準

な
ど
の
説
明
は
、
地
区
対
策

協
議
会
を
構
成
す
る
関
係
４

自
治
会
（
広
根
・
上
野
・
猪

渕
・
つ
つ
じ
が
丘
）
に
対
し

て
は
順
次
行
わ
れ
て
き
た
。

環
境
問
題
に
関
す
る
説
明
会

は
近
隣
自
治
会
（
広
根
ニ
ュ

ー
ハ
イ
ツ
・
若
葉
・
パ
ー
ク

タ
ウ
ン
東
な
ど
）
に
も
必
要

と
考
え
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
部
長

地
区
対

策
協
議
会
は
、
平
成
１１
年
よ

り
計
５６
回
に
お
よ
ぶ
協
議
が

さ
れ
、
今
夏
よ
り
暫
定
４
車

線
協
議
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

中
で
近
隣
自
治
会
に
対
す
る

情
報
提
供
も
議
論
さ
れ
て
お

り
、
地
権
者
な
ど
に
も
配
慮

し
て
進
め
て
い
く
。

新
名
神
の
工
事
が
進
む
中
で
、

多
田
銀
銅
山
で
新
た
な
横
穴

が
発
見
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。

銀
山
は
町
に
と
っ
て
歴
史
学

的
・
地
質
学
的
に
も
大
変
重

要
で
あ
る
。
観
光
資
源
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
学
術
的
方

面
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
も
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

教
育
部
長

文
化
財
を
歴
史

学
習
・
理
科
学
習
な
ど
教
材

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
学
校
教
育
・
社

会
教
育
を
通
じ
、
文
化
財
を

正
し
く
理
解
し
、
保
護
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
く
。

宮東　豊一議員

待
機
児
童
の
現
状
及
び
保
育

園
入
所
者
総
数
は
。

生
活
部
長

猪
名
川
保
育
園

と
星
児
園
は
そ
れ
ぞ
れ
１
１

２
人
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
松
尾
台
認

定
こ
ど
も
園
が
３６
人
の
入
所
。

待
機
児
童
は
２７
人
だ
が
、
来

年
４
月
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
し
ろ
が

ね
認
定
こ
ど
も
園
が
定
員
６０

人
で
開
園
予
定
に
あ
り
、
待

機
児
童
は
解
消
さ
れ
る
。

保
育
園
の
事
業
費
の
現
状
は
。

生
活
部
長

猪
名
川
保
育
園

で
１
億
３
３
０
０
万
円
、
一

園
児
の
経
費
は
月
額
１０
万
円
。

私
立
星
児
園
は
１
億
４
０
０

万
円
、
月
額
８
万
２
千
円
。

町
立
保
育
園
の
経
費
増
は
、

私
立
で
行
っ
て
い
な
い
特
別

支
援
保
育
な
ど
の
提
供
に
よ

る
。

学
童
保
育
の
利
用
者
評
価
は
。

教
育
部
長

町
内
７
小
学
校

で
開
設
し
、
利
用
者
は
１
７

２
人
。保
護
者
に
好
評
だ
が
、

対
象
学
年
の
拡
大
や
土
曜
日

の
開
設
な
ど
の
要
望
も
あ
る
。

保
育
所
と
学
童
保
育
の
国
の

所
管
は
厚
生
労
働
省
で
あ
り
、

本
町
は
保
育
所
が
町
長
部
局

で
、
学
童
保
育
は
教
育
委
員

会
の
運
営
。
総
合
的
な
運
営

判
断
が
今
後
求
め
ら
れ
る
が
。

教
育
部
長

国
が
示
す
で
あ

ろ
う
「
こ
ど
も
園
」
の
運
営
、

指
針
を
見
極
め
、
町
と
し
て

児
童
福
祉
と
教
育
を
総
合
的

に
対
応
す
る
。

YMCAまつおだい保育園の様子

合田　共行議員

Ｑ保育所と学童保育の総合的運営を
Ａ 児童福祉と教育を総合的に対応する

工事が進み、今後環境問題が注目される新名神

Ｑ
新
名
神
高
速
道
路
の
環
境
問
題
説
明
会
は

Ａ
関
係
４
自
治
会
・
地
権
者
に
配
慮
し
進
め
る

ここが聞きたい 一 般 質 問  
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ここが聞きたい 一 般 質 問  

ダ
イ
キ
前
交
差
点
は
、
伏
見

台
か
ら
来
た
車
は
５
台
程
し

か
右
折
で
き
な
い
。
右
折
専

用
信
号
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

地
域
振
興
部
長

川
西
警
察

署
に
よ
る
と
、
県
下
の
Ｔ
字

路
・
Ｙ
字
路
は
、
矢
印
信
号

で
交
通
整
理
し
よ
う
と
す
れ

ば
直
進
車
両
を
停
止
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
よ
り
交
通
渋

滞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

時
差
信
号
に
て
交
通
整
理
を

行
っ
て
い
る
状
況
と
聞
く
。

な
お
、
時
差
間
隔
は
、
現
在

６
秒
だ
が
調
整
は
可
能
と
聞

い
て
お
り
、
実
態
を
再
確
認

し
、
川
西
警
察
と
協
議
し
て

い
る
。
ま
た
、
交
通
立
ち
番

も
要
請
し
た
い
。

「
通
院
」「
買
い
物
」「
ご
み
出

し
」
の
困
難
が
、
と
り
わ
け

高
齢
者
に
は
３
重
苦
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
３
つ
の
改
善

を
町
の
重
点
課
題
と
し
て
町

を
あ
げ
て
検
討
す
べ
き
課
題

だ
と
思
う
が
、
そ
の
認
識
は

あ
る
か
。

生
活
部
長

高
齢
化
の
進
展
、

南
北
に
長
い
地
理
的
条
件
に

よ
る
日
常
的
な
支
援
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
く
る
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
を
と

っ
て
も
猪
名
川
町
で
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
け
る
よ
う
、
検
討
を

重
ね
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
教
員
・
生
徒
の
負
担
軽
減
を

Ｑ
ダ
イ
キ
前
交
差
点
に
右
折
専
用
信
号
機
を

Ａ
時
差
間
隔
の
調
整
を
協
議
し
て
い
る

池上　哲男議員

子
ど
も
救
命
士
は
、
小
学
校

高
学
年
を
対
象
に
、
消
防
本

部
の
職
員
が
応
急
手
当
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
を
教
え
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
、
全
講

座
を
受
講
し
た
子
ど
も
を
認

定
す
る
も
の
。

生
命
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
救
急

救
命
の
知
識
も
身
に
つ
け
て

も
ら
い
、
大
人
に
な
っ
た
時

に
役
立
て
て
、
町
民
の
救
命

率
向
上
に
つ
な
げ
て
い
け
る

が
、
本
町
の
考
え
は
。

消
防
長

小
学
生
の
授
業
に

取
り
入
れ
て
い
く
に
は
、
消

防
本
部
の
人
員
整
備
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
・

消
防
本
部
と
調
整
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

今
、
全
国
の
図
書
館
で
視
覚

障
害
者
や
高
齢
者
用
に
、
拡

大
読
書
器
の
設
置
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
読
書
器
は
、

文
字
の
大
き
さ
を
最
大
約
６０

倍
ま
で
拡
大
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
本
町
で
も
設
置
を
考

え
て
は
。

教
育
部
長

ル
ー
ペ
・
老
眼

鏡
を
使
用
す
る
方
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
今
後
は
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
、
拡
大
読
書
器
の
拡

充
が
必
要
な
時
に
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

新賀　　保議員

Ｑ 子ども救命士の育成を
Ａ 国の動向を見ながら検討したい

右折しにくい交差点

心肺蘇生法を受講中の児童たち

第141号 平成23年（2011年）11月18日―― いながわ議会だより
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昨
年
か
ら
第
五
次
猪
名
川
町

総
合
計
画
が
始
ま
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
今
年
３
月
末

で
３
万
３
千
人
の
人
口
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
に

は
３
万
５
千
人
の
計
画
。
し

か
し
現
実
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
計
画
よ
り
４
４
９
人
下

回
っ
て
い
る
。
人
口
の
見
通

し
や
予
想
が
違
っ
た
場
合
、

柔
軟
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

副
町
長

基
本
構
想
に
つ
い

て
は
、
３１
名
の
審
議
委
員
に

よ
っ
て
幾
度
と
な
く
審
議
さ

れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
経
て
答
申
を
受
け
、

構
想
案
を
議
会
へ
議
案
と
し

て
提
案
し
、
議
決
を
さ
れ
て

い
る
。
２
年
を
経
過
し
な
い

現
状
に
お
い
て
人
口
計
画
を

含
め
た
構
想
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
。

構
想
を
見
直
す
場
合
が
な

い
と
も
限
ら
な
い
が
、
そ
の

場
合
は
議
会
と
も
相
談
し
、

必
要
な
手
続
き
を
経
て
、
見

直
し
を
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
３
年
後
に
は
、
後
期
基

本
計
画
の
時
期
と
な
る
。
そ

の
と
き
報
告
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

丸山　　純議員

林
田
口
の
横
断
歩
道
の
安
全

対
策
は
。

地
域
振
興
部
長

本
年
５
月

１８
日
に
、
県
宝
塚
土
木
事
務

所
、
川
西
警
察
署
と
と
も
に

現
地
を
確
認
し
、
地
域
要
望

を
ふ
ま
え
、
危
険
度
の
高
い

状
況
の
改
善
を
要
望
。
県
宝

塚
土
木
事
務
所
と
公
安
委
員

会
と
の
間
で
協
議
さ
れ
て
い

る
。

災
害
対
策
と
し
て
、
山
の
保

水
の
た
め
の
間
伐
な
ど
の
対

策
は
。

地
域
振
興
部
長

山
林
所
有

者
と
多
く
の
方
々
に
理
解
を

求
め
る
中
で
、
里
山
再
生
に

取
り
組
み
、
森
林
整
備
に
向

け
、
植
林
・
下
草
刈
り
・
枝

打
ち
な
ど
適
正
な
管
理
作
業

を
行
い
、
山
の
機
能
が
強
化

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

農
地
を
保
全
す
る
政
策
は
。

地
域
振
興
部
長

農
地
を
農

地
と
し
て
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
多

面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
保

水
能
力
が
維
持
、
向
上
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
。
農
地
の

保
全
管
理
事
業
と
し
て
各
集

落
で
取
り
組
む
共
同
活
動
な

ど
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
と
解
消
に
向
け
、
担

い
手
へ
農
地
の
集
積
を
行
う

こ
と
で
、
農
地
の
多
面
的
機

能
を
確
保
し
、
農
業
生
産
条

件
の
整
備
を
図
る
。

林田口周辺

下坊　辰雄議員

Ｑ 林田口の横断歩道の安全対策は
Ａ 県宝塚土木事務所と公安委員会で協議中

Ｑ
人
口
見
通
し
の
柔
軟
な
見
直
し
は

Ａ
現
時
点
で
は
構
想
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い

――第141号 平成23年（2011年）11月18日いながわ議会だより

昨年４月から始まった総合計画
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と
も
だ
ち
や 

も
り  

た 

ま
な 

せ
ん
せ
い
　
あ
の
ね 

阿
古
谷
小
学
校
　
一
年
　
山
内
　
美
来 

　
あ
み
ち
ゃ
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
び
だ
っ
た
か
ら
、

あ
わ
じ
し
ま
に
い
き
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
の
り
も

の
に
の
っ
て
、
あ
そ
び
ま
し
た
。
お
な
か
い
っ
ぱ

い
た
べ
ま
し
た
。 

や
ま
う
ち 

み 

　
く 

な
ん
ご
う 

か
つ  

や 

　
阿
古
谷
小
学
校
　
一
年
　
南
郷
　
勝
也 

　
き
ょ
う
、
お
と
う
さ
ん
に
さ
か
あ
が
り
を
み
て

も
ら
い
ま
し
た
。「
じ
ょ

う
ず
や
。」
と
ほ
め
ら
れ

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

白
金
小
学
校
　
一
年
　
森
田
　
愛 

　
わ
た
し
は
「
と
も
だ
ち
や
」
を
よ
ん
で
、
と
も
だ

ち
と
あ
そ
ぶ
の
は
た
の
し
い
ん
だ
な
、
と
も
だ
ち
っ

て
い
い
ん
だ
な
と
お
も
い
ま

し
た
。
と
も
だ
ち
や
さ
ん
を

や
ら
な
く
て
も
と
も
だ
ち
が

で
き
て
よ
か
っ
た
ね
。 

ここが聞きたい 一 般 質 問  

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島

原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
漏

れ
で
一
気
に
見
直
さ
れ
て
き

た
。
日
本
中
の
原
発
を
止
め

て
も
電
力
は
ま
か
な
え
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
や
エ
コ
給
湯
器
、
ソ
ー
ラ

ー
蓄
電
池
な
ど
へ
の
補
助
を

す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長

本
町
も

１４
年
〜
２０
年
ま
で
太
陽
光
発

電
に
補
助
を
し
て
い
た
。

今
後
国
・
県
・
各
自
治
体

の
動
向
を
見
据
え
て
い
き
た

い
。

避
難
場
所
に
も
な
る
体
育
館

は
、
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
。

空
調
な
ど
の
改
善
を
す
べ
き

で
は
。

教
育
部
長

耐
震
改
修
は
１

０
０
％
完
了
し
た
が
、
換
気

扇
な
ど
は
な
い
。
空
調
設
備

は
考
え
て
い
な
い
。

保
・
幼
・
各
学
校
の
校
庭
な

ど
に
芝
生
を
植
え
、
子
ど
も

た
ち
の
情
操
教
育
に
役
立
つ

よ
う
に
し
て
は
。

教
育
部
長

健
康
増
進
・
環

境
な
ど
の
面
で
も
良
い
と
認

識
し
て
い
る
。
維
持
管
理
に

相
当
の
費
用
が
か
か
り
、
実

施
で
き
な
い
。

県
の
補
助
で
白
金
小
学
校

の
一
部
に
試
行
的
に
芝
生
を

植
え
て
い
る
。

福井　澄榮議員

Ｑ 脱原発エネルギーへの支援を
Ａ 国・県などの動向を見ていきたい

学校に設置された太陽光パネル（白金小学校）
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議会だよりは再生紙を使用し、地球環境に
やさしい大豆油インキで印刷しています。

この広報紙は10,750部作成し、
一部あたりの単価は40.4円です。 ⑭ ̶

　

長
く
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
や

っ
と
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
も
大
き
く
変
わ
り
、
６
人

の
委
員
中
４
人
が
新
人
議
員
で

構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
編
集
方
針
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も
新
人
議
員
の

新
鮮
な
発
想
を
取
り
入
れ
て
、

な
お
一
層
読
み
や
す
く
分
か
り

や
す
い
紙
面
構
成
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

い
て
の
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私たちが編集しています。

第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員第16期　猪名川町議会議員
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